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問健康課
　Ｔ39・7508

関
係
機
関
と
情
報
を 

共
有
、
体
制
を
整
備

　
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
市
は
２
月
３
日
、
長
岡
保
健

所
や
長
岡
市
医
師
会
、
長
岡
赤
十

字
病
院
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
絡

新型コロナウイルス感染症

市民相談窓口を設置

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
（
写
真
）。

　
市
内
で
の
対
応
策
や
連
絡
体
制
、

各
機
関
の
役
割
を
確
認
。
健
康
課

に
市
民
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
感

染
症
に
関
す
る
相
談
の
受
け
付
け

を
始
め
ま
し
た
。

　
不
安
な
点
が
あ
っ
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
最
新
の
情
報
は
、厚
生
労
働
省 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で

 【
市
民
相
談
窓
口
】

健
康
課
Ｔ
39
・
７
５
０
８

自分でできる感染症対策
◆基本は“正しい手洗い”
❶石けんをつけ、手のひら
や甲をこする
❷指先・爪の間を念入りに
こすり、指の間を洗う
❸親指と手のひらをねじり洗い
❹手首も忘れずに

◆せきはマナーを守って
❶口・鼻を覆うようマスクを着用
❷マスクがない場合はティッシュやハン
カチ、袖で覆う

せきやくしゃみを何も覆わ
ずにしたり、手でおさえた
りしないでください

感染が疑われる場合は連絡を
　次の症状がある人は、長岡保健所（平日午前８
時30分～午後５時15分Ｔ33・4932、夜間・休
日Ｔ38・2501） にご相談ください。
・ 風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続

いている（解熱剤を飲み続けなければならな
いときを含みます）。

・ 強いだるさ（倦
け ん た い

怠感）や息苦しさ（呼吸困難）
がある。

※ 高齢者や基礎疾患などのある人は、この状態
が２日程度続く場合

　なお、現時点では新型コロナウイルス感染症以
外の病気の人が圧倒的に多い状況であり、インフ
ルエンザなどの心配があるときには、通常と同様
に、かかりつけ医などに電話でご相談ください。

 

国
・
県
と
連
携
し
た
防
災
・
減
災
対
策 

信
濃
川
の
治
水
力
の
強
化
と

浸
水
被
害
の
軽
減
へ
問河川港湾課Ｔ39・
2233、危機管理防
災本部Ｔ39・2262

　
市
は
、
昨
年
10
月
の
台
風
19
号

に
よ
る
被
害
を
受
け
て
、
国
・
県

と
流
域
一
体
と
な
っ
た
防
災
・
減

災
対
策
を
推
進
す
る
「
信
濃
川
水

系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
着
手
し
ま
す
。

　
国
は
、
信
濃
川
中
流
域
に
１
７

７
億
円
を
投
じ
、
令
和
６
年
度
ま

で
に
集
中
し
て
河
川
改
修
を
実
施
。

県
は
、
周
辺
で
住
宅
の
浸
水
被
害

が
発
生
し
た
浄
土
川
の
改
修
に
着

手
し
ま
す
。

　
市
も
内
水
対
策
を
強
化
し
、
大

規
模
災
害
に
備
え
ま
す
（
左
記
）。

　
市
は
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
防

災
体
制
の
構
築
に
市
民
の
声
を
活

か
す
た
め
、
地
域
に
出
向
い
て
避

難
の
在
り
方
や
情
報
発
信
の
内
容・

タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
早
め
の
避
難
に
つ
な

げ
る
防
災
体
制
を
出
水
期
前
に
周

知
し
ま
す
。

▲日越地区で開催した住民との意見交換会
（２月14日）

▲福島第一原子力発電所を視
察する磯田市長

台風19号の教訓を
踏まえた水害対策

〇国（信濃川）
・槇下町・西蔵王の堤防の漏水対策、

篠花の護岸復旧など
・蔵王橋付近から下流で河道掘削

を実施
・浸透対策や越水対策などの堤防強化
〇新潟県
・浄土川などに水位計・監視カメラ

を設置
・令和２年度から浄土川の改修工事

に着手（右図）
〇長岡市
・寿町排水ポンプ場の整備
・可搬式ポンプと発電機を整備
・河川への流出抑制につながる田ん

ぼダムの検討

▲降雪に備える除雪車

少雪に対応し、地域経済を下支え

除雪事業者への支援で
市民生活の安心を確保
問道路管理課Ｔ39・2232、土木政策調整課Ｔ39・2307

　
市
は
、
今
冬
の
記
録
的
な
少
雪

の
影
響
を
受
け
る
除
雪
事
業
者
を

支
援
す
る
た
め
、
除
雪
待
機
料
の

一
部
前
払
い
を
実
施
し
、
来
年
度

に
予
定
す
る
土
木
工
事
の
今
年
度

へ
の
前
倒
し
発
注
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
除
雪
待
機
料
は
年

度
末
に
稼
働
実
績
を
整
理
し
た
上

で
４
月
に
支
払
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
冬
は
除
雪
作
業
が
減

り
、
資
金
繰
り
に
悩
む
事
業
者
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
希
望
す

る
事
業
者
に
待
機
料
の
30
％
を
前

払
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
木
工
事
の
前
倒
し
発

注
で
は
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用

し
て
道
路
改
良
・
消
雪
施
設
の
整 

備
な
ど
を
市
議
会
２
月
臨
時
会
で

約
10
億
円
を
予
算
化
。
市
独
自
の

経
済
対
策
と
し
て
も
道
路
や
河
川

の
補
修
を
年
度
内
に
発
注
・
契
約

す
る
な
ど
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

安
定
し
た
除
雪
体
制
を
維
持
す
る

と
と
も
に
必
要
な
公
共
事
業
を
迅

速
に
進
め
、
市
民
生
活
の
安
心
を

確
保
し
ま
す
。

識
し
た
。
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
を
、
改
め
て

強
く
し
た
」
と
強
調
し
、
視
察
内

容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
・
県
と
昨
年
の
原

子
力
防
災
訓
練
の
振
り
返
り
を
行

い
、
市
町
村
か
ら
は
「
自
家
用
車

に
よ
る
円
滑
な
避
難
誘
導
の
仕
組

み
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
や
要
望
が
出
ま
し
た
。

研
究
会
で
の
講
演
を 

市
民
に
公
開

　
会
議
で
は
市
民
と
共
に
原
子
力

安
全
対
策
を
考
え
る
た
め
、「
放
射

線
と
健
康
影
響
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
を
一
般
公
開
し
ま
し
た
。

市
町
村
担
当
者
を
含
む
約
80
人
が

放
射
線
の
基
礎
知
識
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　
市
は
今
後
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
原
子
力
安
全
対
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
磯
田
市
長
が
１
月
28
日
、
東

日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
ま
も

な
く
９
年
が
経
つ
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
を
視
察
し
、
処
理

水
の
保
管
な
ど
の
廃
炉
作
業
の

様
子
や
帰
還
困
難
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
地
域
の
現
状
を
、

直
接
確
認
し
ま
し
た
。

　
30
日
に
は
、
県
内
全
30
市
町

村
で
構
成
す
る
「
市
町
村
に
よ

る
原
子
力
安
全
対
策
に
関
す
る

研
究
会
（
代
表
幹
事
・
長
岡
市

長
）」が
実
務
担
当
者
の
会
議
を

開
催
。
磯
田
市
長
は
「
原
発
事

故
の
甚
大
さ
と
過
酷
さ
を
再
認

安
定
し
た
除
雪
体
制
と

迅
速
な
公
共
工
事
を
実
現

市
民
の
声
を
活
か
し
、 

新
た
な
体
制
へ

〔浄土川の改修イメージ〕
台風19号の水位現在の堤防

整備後の堤防

原
子
力
安
全
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
へ

市
長
が
福
島
第
一

原
発
を
視
察

問
原
子
力
安
全
対
策
室
Ｔ
39
・
２
３
０
５

台
風
19
号
と
同
程
度
の

水
位
で
も
氾
濫
を
防
止

▲LINEの登録
はこちらから


